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山形燃砂丘地にbけるヒメコガネに就いて後
村
?
貞 彰
(山形大学農学部!l!!i用動物学研究室)
Sadaaki MURAI : Oll the Aηo1lwla ntjoollpreαMoもschulskyon the 
Sand-dune， Yamagata Prefecture. 
下手tーはさきに砂丘地に棲息している昆虫類について生態学的研究を行いその概略を報告した(村井19
51).そしてその中で砂丘地は環境の特異性から昆虫の極類にしても数にしてもそしてまた活動にしても
l人1:沼地:ンらや山岳地帯のそれとは著しく遣っているととを指摘してjないた.とのととはとりもお:治さ示、砂
lí-.l也の W(~1~が他の地域と著しく遣っている ととを意味するものであ る.したがってとの特異怠る両者閣
の研究は生態学的にみれば極必て興味深い.その中でも栽培される諜菜，果樹類とそれらの害虫につい
ての制:究は砂丘地農業経営の上からも意義深いものがあると言えよう. しかしたがらとれに関する研究
は全くなされていないようである.筆者は1950年からとの方面の調査も行っているが， ζ とでは最も雑
食'，']:と思われるヒメコガネ Anomala1'ufocupre'l Motsculskyをとりあげ，現在をむの調査結果を述べて
みたい.
がI本研究については阿部裏教授に種k御教示いただいたので，故に深謝の意を表します.
(1) 砂丘地における!::，メコガネの棲息場所
庄内砂丘地にjないては海岸線から 100~200m 位離れたととろにクロマツ林の高さ 15m 位の小脈がる
り， ζの小脈から更に内方 500~1，500m 位離れたととろに同様クロマツ林の高さ 40~60111 位の本版(西
山)がある.との両服に狭まれて低平凹地があり種々の作物が栽培される.一方本脈(西山)も近時開
拓されととには果樹類と若干の疏莱が作られている.砂丘地の地勢及び一般植相Kついては前報に一部
図示してjないた.
ヒメコガネは上に)2fi;ペ?とイ庄司三凹地及び木版(西山)に多くみられる. とれはヒメ コガネの成虫につい
てであるが該虫の幼虫は小服クロマツ林の最前線即ち海岸線から 100--200m位離れたととろから内方
に数多ぐみられる.との成虫，幼虫の棲息場所の若干のズレはその食性の相異に起因している.ものと思
われる.
(2) 砂丘地における乙メコガネの出現湖と被害植物
庄内砂丘地f'C~なけるヒメコガネの出現期について筆者CD1950， 1951両年にわたる調査結果を示すと弐
の様である.
* Conll'ibutions fl'om tbe LabOl'atory of App!iecl Zoology， Fuculty of Agriculture， Yamllgllta lJniversity・
(Septe川ber1951) 
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上は砂丘地を殴渉しての調べであるが，該期間以外は筆者の眼にはとまらなかった.それで庄内砂丘
地に沿けるヒメコガネの出現期聞は年により遅速長短はあるけれども大体Iヶ月 (3~4週間)位と思わ
れる.該虫の出現期については三重!揮の 6~9 月，茨城)擦の 7~9 月 (正;‘橋1(48)，静岡i障の8月上旬~
8月下旬(松井1(48)等の報告がみられるが海岸ほど短い傾向にあるように思われる.それで、当山形}誌
に沿いても海岸地方と内陸地方とで、は環境保件のJ、日j主からヒメコガネの発生に若干の相違があろうと思
うが今後調べて明かにしたい.
市1950，19日両年の砂丘地に:t-日る該虫出現期の若干のズレはその年の気象候件に影響されたものと
思われる.
ヒメコガネの被害植物についてはかなり多くの報告がみられ既に40余が明かにされている.ととろが
庄内:砂丘地に栽培される主要なものは大豆，ササゲ，小豆，西JA，南瓜，胡瓜， -IJ藷，馬鈴薯，五i子，
茶穆，ソパ，胡麻， トマト，高，シソ，大麦，小麦，玉萄黍，桃，柿，梨，葡萄，無花果，卒果，桑，
森林苗木等であり，とれらの殆んど全部がヒメコガネの成虫，或は幼虫によって食害されることは注目
すべきととと思う.筆者の調べでは庄内砂丘地の・ヒ。メコガネ成虫は豆類，杭，卒果'
で食害するようであるが，野生のハマナス，ノイバラ，就中ハマナスは最も好・むものの一つであり，
樹まるはだかに食い尽されたのが観察された.
(3) 砂丘地における包メコガネの活動
筆者はさきにハマナスを好んで食害するヒメどロウドコガネ 8cI'加 ol'icIIlalu;Mot9chuIskyの活動と
環境保件との関係について研究を行い，該虫の活動が温度と日照による体温変化に左右されると推論し
て沿いた. ヒメコガネについても同様ノ、マナスの葉に集るものについて調査したがヒメビロウドコカ。ネ
と同様の結果カ発専られた.
1950年 7月14S， 15日の天候変化の著しかった時の活動I[k態を示すと弐去の様である.
下表はハマナス 5樹についての調査であり， 1.3時の温度並にヒメコガネの個体数は当日の最高を示し
ていた.命個体数は葉表面と葉裏面に区別して記入した.
去にみるよろに13時には強い日射があり15(国体の活動がみられた. しかし何れの個体も葉裏両に潜伏
して担い臼射を避けていた.13時40分頃南方に雷鳴が起り発達した積乱雲が弐第に北方に延びて調査地
の上左足をjなおってしまったので14時には温度，個件数ともに減少した.その後は18時頃迄薄日が射して
いたりで温度， f自体数ともに大きな変化はみられなかった.た・だ17時以後斜陽を受けて日i訟となったハ
マナスの樹にjないては 1，2個体が葉裏面から葉表面に移動ずるのがみられた・ 19時には調査対象のハマ
ナスが杢部日陰となったので温度は急:に降った.19時07分自が設すると同時にヒメコガネの個体数に大
きな変動が起った.とれは該虫の筒旬或は飛朔による移動が活j震になったためである.翌日日早朝降雨
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があったが以後は曇天であった.との日の活動は不規則で判然としていない.
以上の結果からヒメコガネの活動は温度と日照による体温変化に関係しているものと思われる.温度
目照と昆虫体温との関係、については加藤 (1940，41， 43) の:草花象虫，ハナアブ，姫丸鰹節虫等につい
ての研究があれまた幅島 (1947，48)，元村 (HJJ3) 等のヒメクサキリ，パツタ類についての報告がみ
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られと，.f，'，Jコガネムシ類の夜間活動についてはそのー，二種を前報で報告し光的t条件が活動起生因子で
あると打!~泊したが， ヒメコガネについての詳細は今後調べて明かに したい.
(4) 摘
?
1.山形鯨砂丘地帯に沿いて ヒメコガネ Anomal(， j'U)もCll]Ji'WlMotschulskyの生態学的研究を行った・
特にその出現期，被害植物，活動と環境保件についてC調査した.
ヒメコガネの出現期は1950年に1ないては 7月中旬に発生し 7月下旬に活動活j麗 8月上旬Kは見ら
れなかった，また1951年に沿いては 6月下旬に発生し 7月上旬に活動活躍 7月下旬には見られなか
った.それで、庄内砂丘地でヒメコガネが見られるのは約1ヶ月位と思われる.
2， ヒメコガネは庄内砂丘地帯に栽培される殆んど総ての作物に被害を与えるが，野生のハマナス
Ros 川'llクOS~l Thumhは特に好んで食害するようである.
3. ヒメコガネの日週活動は温度と日照の増減による体温変化に関係があるように思われる.
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Rるsumる
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